
趣向を凝らしたパネルが目を引きます。年々パワーアップして飛び出す飾りも登場！

　藤沢市民児協では、毎年５月の「民生委員・児童
委員の日」に合わせて、市役所１階ラウンジで活動
紹介パネルの展示を行っています。
　市民児協、主任児童委員連絡会、16地区民児協
各々の個性が光るパネルが20枚並ぶ光景は壮観
で、市民の方々からも大変ご好評をいただいており
ますが、今年度は新型コロナウイルス感染予防の観
点から時期をずらして実施することになりました。

●特集① 目指すべき地域や活動の「青写真」を描こう
●特集② 令和2年度県民児協事業計画・予算
●特集③ 神奈川県の令和2年度重点的な取り組み（地域福祉課・子ども家庭課）
●ニュース＆インフォメーション　●通信員だより（三浦市・清川村・湯河原町）

　令和元年12月の一斉改選後、新たな一歩を踏み
出したところに、未曾有の事態に見舞われ、不安の
募る日々が続きますが、私たちの活動理念「小さな
燈りをかかげて」に基づき、今できることに真摯に取
り組み、地域住民の道標になるよう道を照らし続け
たいと思います。

（藤沢市民生委員児童委員協議会）

No.142

－支えあう　住みよい社会　地域から－

民児協だより
神 奈 川 県

趣向を凝らしたパネルが目を引きます。年々パワーアップして飛び出す飾りも登場！

まなざし
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実
践
例
か
ら
み
る
取
り
組
み

  

手
法
の
い
ろ
い
ろ

　

県
内
で
も
、
一
足
早
く
「
地
域
版
活

動
強
化
方
策
」
に
取
り
組
み
始
め
た
地

区
民
児
協
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
委
員
よ
り
寄
せ
ら
れ
た

「
こ
れ
か
ら
取
り
組
み
を
始
め
る
上
で

の
疑
問
」
に
沿
っ
て
、
そ
の
実
践
例
、

工
夫
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
取
り
組
み
手
順
は
ど
う
す
る
？

 

「
自
分
の
地
域
で
も
取
り
組
ん
で
み

よ
う
！
」
と
思
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
な

 

「
我
が
地
域
な
ら
で
は
の

    

方
策
」
の
す
す
め

　

県
民
児
協
で
は
、
各
地
区
民
児
協
で

「
地
域
版
活
動
強
化
方
策
」
を
検
討
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　

「
地
域
版
活
動
強
化
方
策
」
と
は
、

「
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
我
が
地
域

な
ら
で
は
の
方
策
」
で
す
。

　

県
民
児
協
で
は
、
「
委
員
一
人
ひ
と

り
が
、
地
域
の
実
情
や
こ
れ
ま
で
の
委

員
活
動
を
振
り
返
り
、
今
後
の
方
針
や

特
に
力
を
入
れ
る
活
動
な
ど
を
全
員
で

考
え
、
思
い
を
共
有
す
る
過
程
」
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

我
が
地
域
や
活
動
に
つ
い
て
、
全
委

員
で
話
し
合
い
を
重
ね
る
こ
と
で
、
今

後
の
委
員
活
動
の
「
道
し
る
べ
」
や

「
目
標
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
委
員
が
生
き

生
き
と
活
動
で
き
、
明
る
く
住
み
や
す

い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

手
順
で
「
地
域
版
活
動
強
化
方
策
」
に

取
り
組
ん
だ
ら
良
い
か
、
悩
ま
れ
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

県
民
児
協
で
は
、
次
の
手
順
を
例
示

し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
全
て
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
取
り
組
み
や
す
い
と
こ
ろ

か
ら
、
進
め
て
い
く
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

地
区
の
特
徴
や
良
い
と
こ
ろ
・
理

想
の
地
域
像
を
出
し
合
う
。

地
区
の
課
題
や
活
動
の
課
題
を
出

し
合
う
。

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
・
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
こ
と
・
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
こ
と
を
話
し
合
う
。

◆
時
間
の
確
保
は
ど
う
す
る
？

 

「
取
り
組
み
た
い
け
ど
、
時
間
の
確

保
が
難
し
い
」
と
い
う
声
は
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
既
に
取
り
組
み
を
開

始
し
た
地
区
民
児
協
で
は
、
次
の
よ
う

に
、
意
見
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。
各

地
区
民
児
協
が
取
り
組
み
や
す
い
方
法

を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。

定
例
会
や
会
議
の
時
間
に
、話
し

合
い
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
す
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
、委
員
全
員

に
意
見
や
思
い
を
記
入
し
て
も
ら

う
。

「
活
動
の
振
り
返
り
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
研
修
会
を
開
催
し
、
意
見

や
思
い
を
出
し
合
う
。

何
人
か
の
委
員
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
作
っ
て
話
し
合
う
。

◆ 

一
人
ひ
と
り
の
意
見
や
思
い
を
集
約

す
る
に
は
？

　

話
し
合
い
を
し
た
結
果
、
「
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
や
思
い
を
、
ど
う
ま
と
め
た

ら
良
い
か
」
と
い
う
悩
み
が
出
て
き
ま

す
。
必
ず
文
章
化
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

せ
っ
か
く
出
た
意
見
は
、
メ
モ
程
度
で

も
良
い
の
で
ま
と
め
て
お
き
た
い
も
の

で
す
。
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
区
民

児
協
の
方
法
を
参
考
に
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

ま
と
め
や
文
章
化
を
す
る
場
合
は

役
員
な
ど
の
少
人
数
で
行
う
。

全
民
児
連
の
手
引
き
に
あ
る
テ
ン

プ
レ
ー
ト
を
使
っ
て
ま
と
め
る
。

ま
と
め
る
こ
と
が
得
意
な
委
員
や

関
係
者
に
お
願
い
し
て
み
る
。

事
務
局（
市
町
村
や
県
）に
相
談

す
る
。

特集1

手順③

方法③方法④方法①方法②方法③方法④

方法② 方法① 手順② 手順①

「
地
域
版
活
動
強
化
方
策
」の
進
捗
報
告
を
踏
ま
え
て

目
指
す
べ
き
地
域
や
活
動
の

「
青
写
真
」を
描
こ
う

   

県
民
児
協
で
は
、
各
地
区
民
児
協
で

「
地
域
版
活
動
強
化
方
策
」
を
検
討
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。 

 

「
地
域
版
活
動
強
化
方
策
」
と
は
、「
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
我
が
地
域
な
ら

で
は
の
方
策
」
で
す
。 

県
民
児
協
で
は
、
「
委
員
一
人
ひ
と
り

が
、
地
域
の
実
情
や
こ
れ
ま
で
の
委
員
活

動
を
『
振
り
返
り
』
、
今
後
の
方
針
や
特

に
力
を
入
れ
る
活
動
な
ど
を
『
全
員
で
考

え
』
、
思
い
を
共
有
す
る
『
過
程
』
」
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。 

我
が
地
域
や
活
動
に
つ
い
て
、
全
委
員

で
話
し
合
い
を
重
ね
る
こ
と
で
、
今
後
の

委
員
活
動
の
「
道
し
る
べ
」
や
「
目
標
」

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
、
委
員
が
生
き
生
き
と
活
動
で

き
、
明
る
く
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
に

つ
な
が
り
ま
す
。 

 

  

県
内
で
も
、
一
足
早
く
「
地
域
版
活
動

強
化
方
策
」
に
取
り
組
み
始
め
た
地
区
民

児
協
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し

て
進
め
て
い
ま
す
。 

         

こ
こ
で
は
、
委
員
よ
り
寄
せ
ら
れ
た

「
こ
れ
か
ら
取
り
組
み
を
始
め
る
上
で

の
疑
問
」
に
沿
っ
て
、
そ
の
実
践
例
、
工

夫
を
紹
介
し
ま
す
。 

❑

取
り
組
み
手
順
は
ど
う
す
る
？ 

「
で
は
、
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！
」

と
思
っ
た
時
に
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で

「
地
域
版
活
動
強
化
方
策
」
に
取
り
組

ん
だ
ら
良
い
か
、
悩
ま
れ
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

県
民
児
協
で
は
、
次
の
手
順
を
例
示
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
全
て
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
取
り
組
み
や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
、

進
め
て
い
く
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。 

       

 
 

 ❑

時
間
の
確
保
は
ど
う
す
る
？ 

 

「
取
り
組
み
た
い
け
ど
、
時
間
の
確
保

が
難
し
い
」
と
い
う
声
は
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
既
に
取
り
組
み
を
開
始
し
た

地
区
民
児
協
で
は
、
次
の
よ
う
に
、
意
見

を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。
各
地
区
民
児
協

が
取
り
組
み
や
す
い
方
法
を
選
択
し
ま

し
ょ
う
。 

   

 

 
 

 
 

   

 
 

 

❑

一
人
ひ
と
り
の
意
見
や
思
い
を

集
約
す
る
に
は
？ 

 

話
し
合
い
を
し
た
結
果
、
「
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
や
思
い
を
、
ど
う
ま
と
め
た
ら
良

い
か
」
と
い
う
悩
み
が
出
て
き
ま
す
。
必

ず
文
章
化
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
せ
っ
か

く
出
た
意
見
は
、
メ
モ
程
度
で
も
良
い
の

で
ま
と
め
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
既
に

取
り
組
ん
で
い
る
地
区
民
児
協
の
方
法

を
参
考
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

          

「
地
域
版
活
動
強
化
方
策
」
の
進
捗
報
告
を
踏
ま
え
て 

目
指
す
べ
き
地
域
や
活
動
の
「
青
写
真
」
を
描
こ
う 

「
我
が
地
区
な
ら
で
は
の
方
策
」
の
す

す
め 

「地域版活動強化方策」 
(振り返り)の取り組み状況は？ 

 
❑ 取り組んだ    16件 
❑ 取り組んでいる  33件 
❑ 今後取り組む予定 43件 
❑ 分からない 45件 
❑ 無回答    3件 

回答数140件／回答率72.5% 

令和2年4月末時点 

 

実
践
例
か
ら
み
る 

取
り
組
み
手
法
の
い
ろ
い
ろ 

手順① 
地
区
の
特
徴
や
「
良
い
と
こ
ろ
」
・

「
理
想
の
地
域
像
」
を
出
し
合
う
。 

 手順② 
地
区
の
課
題
や
活
動
の
課
題
を 

出
し
合
う
。 

手順③ 
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
・
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
こ
と
・
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
こ
と
を
話
し
合
う
。 

方法① 
定
例
会
や
会
議
の
時
間
に
、
話
し
合

い
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
す
る
。 

方法② 方法③ 
「
活
動
の
振
り
返
り
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
研
修
会
を
開
催
し
、
意
見
や
思

い
を
出
し
合
う
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
、
委
員
全
員
に

意
見
や
思
い
を
記
入
し
て
も
ら
う
。 

方法④ 
何
人
か
の
委
員
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
作
っ
て
話
し
合
う
。 

全
民
児
連
の
手
引
き
に
あ
る
テ
ン
プ

レ
ー
ト
を
使
っ
て
ま
と
め
る
。 

方法① 
ま
と
め
や
文
章
化
を
す
る
場
合
は

役
員
な
ど
の
少
人
数
で
行
う
。 

方法② 方法③ 
ま
と
め
る
こ
と
が
得
意
な
委
員
や

関
係
者
に
お
願
い
し
て
み
る
。 

方法④ 
事
務
局
（
市
町
村
や
県
）
に
相
談

す
る
。 

特集１ 
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大
切
な
の
は
「
振
り
返
り
」 

  

の
「
過
程
」

 

「
地
域
版
活
動
強
化
方
策
」
や
「
振

り
返
り
」
「
目
標
」
と
聞
く
と
、
難
し

そ
う
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
壮
大
な
計
画
書
や
分
厚
い
資
料
を

作
成
し
た
り
、
新
た
な
事
に
取
り
組
む

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

の
「
良
い
と
こ
ろ
」
を
出
し
合
い
、
目

指
す
べ
き
地
域
や
今
後
の
活
動
の
「
青

写
真
」
を
共
有
す
る
こ
と
で
す
。
日
頃

の
活
動
の
中
で
、
自
然
に
実
践
し
て
い

る
地
区
民
児
協
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

あ
く
ま
で
、
各
地
区
民
児
協
の
実
情

に
合
わ
せ
て
進
め
る
も
の
で
、
強
制
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
斉
改
選

を
経
て
新
体
制
に
な
っ
た
こ
の
機
会
に
、

あ
ら
た
め
て
地
域
を
見
つ
め
、
活
動
を

振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
委
員
活
動
に

つ
い
て
全
員
で
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●こんな意見が出てきました●

●こんな意見が出てきました●

三浦市の地区民児協の例

南足柄市の地区民児協の例

「わたしの地域の良いところ・課題・地域への思い」と、「三崎地
区の事業として取り組んでほしいこと」を、アンケート形式にし
て委員に記入してもらいました。

全民児連の手引きにあるワークシートＡ、Ｂ、Ｃを南足柄市版として改訂し、
全員に宿題として配布(他委員と相談可)しました。定例会で意見交換し、ポ
イントをまとめました。今後の対応については更に絞り込んでいく予定です。

私の地区の良いところは、独居の人を近所で気にしている様
子が見られること。

買い物や医者に行くための交通手段がないこ
とが課題。

新しい町なので、みんなで町をつくっていける反面、まとま
りがないところが課題。

今後を見据えて、住民同士の助け合い組織「お
たがいさまネット」をさらに活用できないか。

今後「介護は必要ないが、つながりにくい人」の居場所を
提供する取り組みができないか。

地域包括支援センターと、高齢者・障がい者
に関する定期的な情報交換会をしてはどうか。

高齢者と若年層が交流できる居場所がある地区が、理想の
地区。

民生委員になって、知らない世界を知れた、知
り合いができた、成長できたことがやりがい。

全民児連発行『民生委員制度100
周年活動強化方策推進の手引き』
でも手順が例示されています。

地域の課�を��にする（�ー�シート�）
分かっているところから記入する。全ての項目を記入する必要は無い

項　　目 (　　) *、,り./でいること *1、,り./で行くこと 連5する6関

事 ・定期的な見守り@A活動 ・買い物F援、H動F援の必要I

例 ・近くにLがなく買い物にNO 　について市にR見を具申していく

①ひとり暮らし高齢者

・交通手段が無く、買い物、 ・定期的見守り活動 ・避難所が遠い方には近隣の 地域の関連施設
　病院に行く手段が無い 　スーパー等活用出来る方法
・ゴミ出しが大変 ･おたがいさまネット（南足柄 ･歩き慣れた道でも高齢者には 自治会
･地域に溶け込めない高齢 　地区）展開中 　危険な所有り。自治会に具申
　者がいる ･福祉会活動への誘い ・緊急時には独居者には連絡す 行政（福祉課）
・自治会未加入者が多く情 ・歩行困難な方には生協の家 　る方法を検討する。
　報がはいらない。 　庭配達を推奨している。 （防災無線が聞きずらい）

・おたがいさまネットの有効活用
　 ・コミュニティーバスの運行 行政

*までの南足柄市の活動を全ªº連の重点項目にøらし¿¡¬た√¿、ƒ記の≈になると∆«る。
*1,り.»たいことを∆«てく…さい。

１ÀÀÃÕŒœ方–・º—“”方– 南足柄市の活動内容 南足柄市の活動で÷けてい

の重点項目 *、,り./でいること る点、◊ÿ点、,り.»
【重点１】　地域のつながり、地域の力を高める ・‹›会での高齢者施設、fifl施設の@A、 ・子·達が‚„‰ÂしてÊÁる

為に 　ÈÍりなÎの協力活動 　√所の�Ï
（º—　　重点１） ・ÌÓÔスÒでÚÛL出L ・ªº協活動の市ªへのÙı

子·達のˆ˜近なおとな¯となり、地域の 　˘と˙ー˙ー（中˚）、‚¸˝˛（ˇ¸）��
子育て応援団となる ・��時の子·達の見守り（暫く金時隊協力） ・Ï育�、���、小中��

・新生º@A（���º検診��時@A） 　を@Aし、情報を共有œする
（º—　　重点２） ・���º、１���º、��ºの検診時��シ ・なかよしÔスÒでのゲーム

子育!、子育てを応援する地域づくりを 　配布 　コーナーの数を減らしたい
進める ・子育て情報()*+ーの配布

・,-./0会への協力参加　　　（追加） 　
・なかよしÔスÒの開催　　　　　　 （追加） ・子·の貧困やいじめの情報が
・子育て89*の開催　　　　　　　　 （追加） 　ない。行政から情報を,る

・災害時独居者の避難;<が
　出来るよう、行政と話し¿う
・災害時自治会未加入者の‰否
　�認と避難方法の検討

　

・１AB　

�ー�シートC

（�ー�シートCDEF

　的GH（広報誌の発行等）

工夫②�ワークシート Cに今までの南足柄市の
活動項目を予め入れ考えやすく

工夫①�ワークシート Bに考えやすい
よう事例を挿入
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◎
会
務
の
運
営

　

本
会
事
業
の
企
画
・
運
営︵
正
副
会

長
会
議
、
常
任
理
事
会
、
理
事
会
、
監

事
会
︶。事
業
計
画
・
予
算
や
事
業
報
告
・

決
算
な
ど
の
審
議
・
議
決︵
総
会
︶。

◎
企
画
調
整
機
能
の
強
化

　

総
合
企
画
委
員
会
等
で
継
続
し
や
す

い
委
員
活
動
や
な
り
手
確
保
に
向
け
て

の
検
討
を
行
う
。「
県
民
児
協
活
動
強

化
方
策
」
改
定
に
着
手
す
る
。
広
報
委

員
会
で
機
関
紙
の
企
画
・
編
集
、
通
信

員
連
絡
会
を
行
う
。

◎
市
町
村
民
児
協
事
務
局
と
の
連
絡
調
整

　

市
町
村
民
児
協
事
務
担
当
者
会
議
の

実
施
や
情
報
支
援
を
通
じ
た
連
携
。

◎
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
絡
調
整

　

児
童
相
談
所
所
長
と
の
連
絡
調
整
会

議
、
県
担
当
課
と
の
懇
談
会
を
開
催
。

◎
会
員
慶
弔
事
業
の
実
施

　

会
員
の
傷
病
時
の
見
舞
金
や
会
員
本

人
・
配
偶
者
死
亡
時
の
弔
慰
金
給
付
、

退
任
記
念
品
を
贈
呈
。

◎
助
成
事
業
の
実
施

　

地
域
福
祉
活
動
促
進
費
助
成
、
地
域

の
福
祉
課
題
に
取
り
組
む
活
動
へ
の
助

成︵
活
動
推
進
事
業
助
成
金
︶。地
域
版

活
動
強
化
方
策︵
活
動
の
振
り
返
り
︶

策
定
・
推
進
に
係
る
経
費
助
成
。ブ
ロ
ッ

ク
別
活
動
助
成
、指
定
地
区
民
児
協
へ

の
事
業
費
助
成
、活
動
保
険
掛
金
助
成
。

◎
児
童
委
員
活
動
の
強
化
（
基
盤
づ
く
り
）

　

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
活
動
推

進
会
議
等
を
活
用
し
、
児
童
委
員
と
主

任
児
童
委
員
の
役
割
の
認
識
を
深
め
る
。

主
任
児
童
委
員
情
報
交
換
会
の
実
施
。

◎
研
修
事
業
の
実
施

本
会
主
催
研
修
事
業
の
実
施

①
市
町
村
民
児
協
会
長
研
修
会
②
地
区

民
児
協
会
長
研
修
会
③
新
任
地
区
民
児

協
会
長
研
修
会
④
課
題
別
集
中
講
座
⑤

新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
情
報
交
換
会

⑥
研
修
体
系
の
整
理
。

◎
県
・
横
須
賀
市
委
託
事
業
へ
の
協
力

①
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会
②

民
生
委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
③
民
生
委
員

テ
ー
マ
別
研
修
へ
の
協
力
。

◎
情
報
提
供
の
強
化

「
県
民
児
協
だ
よ
り
」
発
行
。「
概
況
」

発
行
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た
広

報
強
化
。
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
。

◎
全
国
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
等
へ
の
参
加

①
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
②
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

研
究
協
議
会
③
全
国
主
任
児
童
委
員
研

修
会
④
民
生
委
員
児
童
委
員
の
た
め
の

相
談
技
法
研
修
会
⑤
民
生
委
員
・
児
童

委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
⑥
全
国
児
童
委

員
研
究
協
議
会
⑦
全
国
民
生
委
員
指
導

者
研
修
会　

※
②
は
中
止

◎
関
係
団
体
・
機
関
と
の
連
携
・
協
働

　

県
主
催
の
会
議
へ
の
参
加
協
力
等
。

3つの重点目標

事
　
業
　
内
　
容

特集2

 

令和２年度県民児協　事業計画・予算
令和元年度第２回総会（書面審議）において、令和２年度事業計画及び予算が承認されました。

重点目標および主な事業についてご報告します。

１．個別支援活動の基本となる知識をさらに深める
　  　人とのつながりは活動の基本です。住民の価値観や考え方は多様であり、また、抱える生活課題は日々変化してい

ます。住民の身近な相談役として、支援が必要な人の悩みなどに耳を傾け、心に寄り添いながら、地域の支援機関等
へつなぐことができるよう、知識等を学び、活動に反映します。

２．子どもや子育て世帯を地域で支えるための活動の推進
　  　私たち全員が児童委員であるという自覚を持ち、子どもや子育て世帯からのさまざまな「思い」「声」に気づき、民

生委員・児童委員、主任児童委員が連携して子どもや子育て世帯の課題に取り組みます。また地域の子どもたちは、
地域の大人たちが守るという意識を地域全体に広げ、住民、関係機関・団体、学校等と連携して地域全体での子育
ち、子育ての支援を進めます。

３．民生委員・児童委員活動を支える基盤づくりの推進
　 　委員の委嘱や欠員等の課題が残る中、やりがいをもって委員を継続していけるよう、県民児協と市町村民児協は連

携をし、民生委員・児童委員活動、主任児童委員活動、民児協活動の振り返り（地域版活動強化方策）の取り組みを
支援します。

　　ブロック活動をはじめ、市町村民児協同士の交流を図り、各民児協活動に反映します。
　 　民生委員・児童委員活動を進める上で、地域や関係機関の理解と連携が不可欠です。民生委員・児童委員の役割

や活動を住民・関係機関・団体等に向けて積極的に周知します。
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互助事業費
　県単互助事業費
　全国互助事業費

積立金
　退任記念品積立金
　一斉改選積立金
　運用準備積立金

収  入  の  部 支  出  の  部

1. 会費
    67.84％

1. 運営費
　 33.72％

2. 補助金
    23.46％

2. 育成事業費
    58.79％

3. 互助事業費
    7.19％

4. 積立金
    0.28％

5. 予備費
    0.02％3. 諸収入

    0.09％

4. 積立金
　取崩収入
    3.88％

5. 繰入金 0.02％

6. 繰越金
    4.70％

補 助 金
神奈川県
横須賀市
全国互助 運 営 費

　役員会費（理事会、総会等）
　負 担 金（互助、全民児連会費等）
　需 要 費（消耗品、印刷費等）

育成事業費 
　研 修 会 費（研修経費）
　調査広報費（委員会、広報紙）
　地域福祉活動費（助成）

写真で見る  令和元年度の事業

１ 会　費 �28,840,000円�（対前年度比527,000円減）

２ 補助金 � 9,975,000円�（対前年度比3,846,000円減）

３ 諸収入 � 39,000円�（対前年度比1,000円減）

4 積立金
取崩収入 � 1,648,000円�（対前年度比5,219,000円減）

5 繰入金 � 10,000円�（増減なし）

6 繰越金 � 2,000,000円�（対前年度比861,000円増）

１ 運 営 費 �14,334,000円�（対前年度比474,000円減）

２ 育成事業費 �24,993,000円�（対前年度比871,000円減）

３ 互助事業費 � 3,056,000円�（対前年度比3,547,000円減）

４ 積 立 金 � 119,000円�（対前年度比384,000円減）

５ 予 備 費 � 10,000円�（増減なし）

県民児協50周年
一 斉 改 選

　

一斉改選の年でした。新たな体制でも共
に力を合わせていきましょう。

141号もご覧
ください

県民児協キャラクターの名
前が「みんぴょん」に決定。

故きを温ねて新しきを知る「県民児協創立
50周年シンポジウム」を開催。

※ 割合（％）の算出にあたっては、小数点以下第3位を四捨五入しているため、合計が100%にならないことがあります。

自分の地区の将来を「我が事化」して考えてみよう！
課題別集中講座や市町村会長研修で、我が地区の将来について熱く議論しました。

故きを温ねて新しきを知る「県民児協創立 一斉改選の年でした。新たな体制でも共

第141号令和2年3月15日 県民児協だより

2

二ノ宮要子（綾瀬市）三橋三郎（厚木市） 村上法芳（大和市）笹谷月慧（三浦市）髙津惠一（逗子市）

井上太郎（二宮町） 真間益雄（中井町）鈴木孝善（大磯町）森井順子（寒川町）

村上ちず子（箱根町） 横山公（真鶴町）小野清士（開成町）瀬戸一男（山北町）

　令和元年 12月の臨時総会の承認を経て、今期 3 年間、本役員体制で県民
児協運営を推進していきます。
　それぞれがこれまでの民生委員・児童委員活動で抱いてきたモットーを大切
に、県内約 4,600人の民生委員・児童委員、主任児童委員一人ひとりが、楽しく、
やりがいと誇りを持って活動できるよう、共に力を合わせていきましょう。

　「令和」には、人々が心を寄せ合う中で、文化が生まれ育つという意味が込められ
ているといいます。この時代を共に生きる委員として、地域の仲間、地区・県市町村
民児協の仲間を大切に育てます。
　今までを振り返り、気づき、今後力を入れる活動を「仲間」でつなぎます。

副会長　佐野美智子（横須賀市）

　県民児協の役員参加は初めてとなり、すでに三ヵ月が経ちました。そんな中で、市
民児協では得られない、市町村会長との出会いは非常に新鮮です。諸先輩方 と々の話
し合いは重要な事と思います。皆さまの意見、要望などお聞きしてより良い県民児協運
営が出来ればと思います。今後ともご指導の程、よろしくお願い致します。

副会長　三觜壽則（藤沢市）

県民児協キャラクター
みんぴょん

3年間よろしく
お願いいたします

● 理 事 ●

第141号 令和2年3月15日県民児協だより
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星野茂（鎌倉市）

若松操（伊勢原市）

石井康弘（愛川町）

木下操（茅ヶ崎市）

阿部正信（座間市） 井出晴明（南足柄市）

梅原紘明（湯河原町）

岡田健（小田原市）小原公一（平塚市）

矢村宗克（葉山町）岩澤孝（清川村）

小野治三郎（松田町）寺下かつ子（大井町）

　民生委員制度は百年を有する歴史ある制度です。これからも時代に即した持続可能
な制度や活動を考えていきたいと思います。
　「和顔愛語」の精神で「凡事を徹底」し誰もが笑顔で安全・安心に暮らせる地域を
めざして、皆さま方と共に活動を進めてまいります。
　どうぞ宜しくお願いいたします。

会長　桐生行雄（海老名市）

　新たな体制で、微力ながら、引き続き副会長の重責を努めさせていただきます。
　より一層新たな気持ちで、全民児連の活動スローガンであります「支えあう 住みよ
い社会 地域から」のもと、常に住民に寄り添い、身近な相談相手となり、つなぎ役と
なって、地域福祉の推進に努めてまいりたいと思います。

副会長　熊澤道子（秦野市）

● 常任理事 ● ● 理 事 ●

特集1

～今期 3年間大切にしたいモットーとともに～
神奈川県民児協 新役員体制のご紹介

地域版活動強化方策策定に向けて
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神奈川県福祉子どもみらい局福祉部地域福祉課

神奈川県福祉子どもみらい局子どもみらい部子ども家庭課

特集3

民生委員・児童委員、主任児童委員に関わる主な行政施策について紹介いただきます。

　現在、神奈川県では、少子高齢化の進行に加え、単
身世帯の増加や地域コミュニティの希薄化など、地域
における課題も複雑化しており、こうした地域課題の
解決に向け、民生委員・児童委員の皆様への期待が高
まっているところです。
　そうした中、昨年12月に３年に一度の一斉改選が行
われ，引き続き民生委員・児童委員を引き受けていただ
いた皆様、新たに民生委員・児童委員を引き受けてい
ただいた皆様、協力いただいた関係者の皆様におかれ
ましては感謝申し上げます。
　今年は新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点か
ら、厚生労働省の「民生委員・児童委員活動における
新型コロナウイルス感染拡大防止等のための当面の留
意点について」に記載のあるように、手洗い徹底・咳エ
チケット・マスク着用や民生委員児童委員協議会が主

催する定例会等の見直し、延期、中止など民生委員・児
童委員の皆様にご留意いただいており、本県において
も、民生委員・児童委員の皆様を対象とした事業を延
期・中止するなどの対応をさせていただきました。
　こうした中、当課では新型コロナウイルス感染拡大防
止対策として、新型コロナウイルス感染者が確認され
た施設等への支援に取り組んでいるところです。
　多くの民生委員・児童委員の方々の活動に支障が生
じていらっしゃるかと思いますが、新型コロナウイルス
の感染拡大が終息するまで、できるだけ手紙、電話、電
子メールを活用するなど、感染予防に配慮した活動をお
願いします。
　未だ先行きの見えない状況ではありますが、ご自身と
ご家族の安全を最優先としつつ、地域における身近な
支援者としてご協力を賜りますようお願いします。

　今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防
止により緊急事態宣言が発せられ、前例のない状況か
らのスタートとなりました。外出の自粛や施設等への休
業要請など、私たちの生活を一変させる日々が続き、そ
れは児童福祉の分野にも大きな影響を及ぼしています。
　昨年成立した児童福祉法等の改正において法定化
された親権者による体罰の禁止について、今年の４月１
日から施行されました。その考え方を社会全体へ広げ
ていくためには、一人一人の意識に働きかけていくこと
が必要です。また、昨年度策定しました「神奈川県社会
的養育推進計画」にも、「子どもの権利保障」と子どもの

「家庭養育優先原則」を念頭に置きながら社会的養育
体制の充実を図る、といった内容を盛り込んでいます。

　子どもたちの健やかな成長を支援する取組を地域と
一体となって進め、社会全体に広まるよう普及啓発活
動を行うことが重要と考えております。
　地域の支援者である民生委員・児童委員の皆様に
は、日頃より身近な相談相手として、地域の子どもた
ちや家庭への声かけをしていただくなど、大変重要な
役割を担って頂いていると認識しております。コロナ渦
で子どもの見守り機会が減り、家庭が孤立しがちな中、
支援が必要な子どもや家庭を
発見し、支援に繋げていただ
く架け橋として、引き続き、子
どもや家族に寄り添った支援
をお願いいたします。

令和元年度台風19号における神奈川県内の被害にたいしてお見舞金をいただきました。
岡山県民児協・北海道民児連・広島県民児協の皆さまのあたたかいご支援に心より感謝申し上げます。

令和元年度台風15号・19号で被害に遭われた宮城県民児協、福島県民児協、栃木県民児協、千葉県民児協、長
野県民児連への支援募金として神奈川県民児協の委員の皆さまからお預かりした総額1,920,231円は、それ
ぞれの定数で按分してお送りしました。ご協力ありがとうございました。

●
ご
報
告
●

�

�

 

神奈川県の令和2年度重点的な取り組み
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も
し
れ
ま
せ
ん
。

④ 

買
い
物
等
の
外
出
時
に
は
、
意
識
的

に
地
域
の
様
子
を
観
察
し
て
み
る

　

自
身
も
密
集
し
た
時
間
は
避
け
た
行

動
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、

い
つ
も
と
違
っ
た
時
間
に
買
い
物
を
し

て
み
た
ら
、
気
付
く
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

２
．
委
員
同
士
の
つ
な
が
り

　

定
例
会
や
研
修
会
が
中
止
に
な
り
、

委
員
同
士
が
会
う
機
会
も
減
っ
て
い
ま

す
。
地
区
の
委
員
同
士
連
絡
を
取
っ
て

み
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
声
を
聞
く

だ
け
で
も
良
い
で
す
し
、
地
域
の
気
付

き
を
情
報
共
有
す
る
の
も
良
い
で
し
ょ

う
。
「
ス
ー
パ
ー
で
Ａ
さ
ん
を
見
か
け

た
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
連
絡
網
を
活
用
し
て
リ
レ
ー
方

式
で
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
も
、
工
夫

次
第
で
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
研
修
等
で
知
り
合
っ
た
他
地

区
の
委
員
と
、
久
し
ぶ
り
に
連
絡
を
取

っ
て
み
る
の
も
一
つ
で
す
。

■
皆
さ
ん
の「
工
夫
」を
教
え
て
下
さ
い

　

人
と
の
接
触
が
制
限
さ
れ
る
な
か
、

委
員
と
し
て
「
こ
ん
な
工
夫
を
し
て
い

ま
す
！
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
県
民
児
協
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
&
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
︵
以
下
、
委

員
︶
の
大
切
な
役
割
の
一
つ
は
「
つ
な

が
り
」
を
つ
く
る
こ
と
。
人
と
の
直
接

的
な
接
触
が
制
限
さ
れ
る
時
期
だ
か
ら

こ
そ
、
地
域
住
民
や
委
員
同
士
の
「
つ

な
が
り
」
方
を
、
今
一
度
考
え
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

１
．
地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り

　

日
頃
は
、
個
別
訪
問
や
声
か
け
、
あ

い
さ
つ
運
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、

「
つ
な
が
り
」
づ
く
り
を
し
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
新
型
感
染
症
や
災
害

時
な
ど
、
人
と
会
う
こ
と
が
制
限
さ
れ

た
と
き
こ
そ
、
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
必

要
な
「
つ
な
が
り
」
。
日
頃
か
ら
の

「
つ
な
が
り
」
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。

■
つ
な
が
り
続
け
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア

① 

電
話
や
お
手
紙
で「
お
元
気
で
す

か
？
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る

　

一
言
送
る
だ
け
で
、
気
に
か
け
て
く

れ
る
人
が
い
る
と
い
う
安
心
感
に
つ
な

が
り
ま
す
。

②
特
に
気
に
な
る
人
と
は「
交
換
ノ
ー
ト
」

　

お
互
い
外
出
の
つ
い
で
に
、
言
葉
や

絵
を
描
い
た
ノ
ー
ト
を
相
手
の
ポ
ス
ト

に
入
れ
合
い
ま
す
。
ノ
ー
ト
越
し
に
会

話
が
で
き
、
軽
い
運
動
に
も
な
り
ま
す
。

③「
元
気
で
す
よ
」の
合
図
を
決
め
る

　

災
害
時
に
「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」
を

玄
関
先
に
出
す
こ
と
で
、
「
無
事
で

す
」
と
い
う
合
図
に
し
て
い
る
地
区
が

あ
り
ま
す
。
「
今
日
も
元
気
で
す
」
と

い
う
合
図
を
決
め
て
お
く
の
も
良
い
か

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ 「
つ
な
が
り
」に
つ
い
て
考
え
て
み
る

広報紙や市町村の情報
などをポスティングするだ
けでも「つながり」を感じら
れますね。

　昨年7月8、9日、地域防災研修として3・11東日本大震災
の被災地である福島県いわき市を訪ねました。いわき市地
域防災交流センター久之浜（ひさのはま）・大久ふれあい館で
語り部の鈴木さんから被災当時や現在の状況を伺いました。
　「被災した日は３月には珍しく雨に加えて雪も降り出しまし
た。久之浜第一小学校では下校時刻になりましたが、児童
は学校で雨や雪の様子を見ながら待機していました。ところ
が、2年生だけはいつもの通り下校したのです。下校時刻は
2時20分、地震発生時の2時46分にはまだ帰宅途中の児童
もいました。また川添いや海岸近くを歩いている子もいまし

た。しかし、地域の人達が見かけた子には声をかけ、車に
乗せたり、抱えたりして避難所等に向かいました。地震後
には津波や火災も発生しましたが、50名近くの2年生も全員
が無事でした。地域の力が子どもたちを救ったのです。」と
のお話が心に残りました。人と人とのつながり、助け合い
の心は目に見えない防災と学ばせていただき「地域力は防災
力」と民生委員として身の引き締まる思いでした。
　漁港や市場は2か月後の9月から再開とのお話もありまし
たが、復興はまだまだこれからという印象を受けました。心
から応援いたします。

橋爪 公子さん（清川村民児協・通信員）「3・11 被災地に学ぶ防災力」寄稿

三浦市民児協・通信
員の大森さんが、ご
自身の地区の広報紙
で「新型コロナウィル
ス」について特集さ
れたそうです！

県民児協ホームペー
ジに「みんぴょんレ
ターセット」を掲載しま
した。ご活用ください。
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三
浦
市
で
は
、三
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
地
域
住

民
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、「
未
病
サ
ロ
ン
」の
開

設
を
進
め
て
い
ま
す
。開
設
に
あ
た
っ
て
は
、民
生
委
員

が
社
協
担
当
者
と
協
力
し
て
、担
当
地
区
内
の
集
会
所

な
ど
を
活
用
し
運
営
を
行
っ
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

各
サ
ロ
ン
で
は
、

① 

介
護
予
防
と
体
力
作
り
の
体
操

② 

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
交
流
の
場

③ 

居
場
所・生
き
が
い
づ
く
り

を
目
的
に
、各
サ
ロ
ン
独
自
の
内
容
も
盛
り
込
ん
だ
楽
し

い
サ
ロ
ン
が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一方
、高
齢
化
の
進
行
が
顕
著
な
三
浦
市
で
は
、フ
レ
イ

ル
予
防
を
通
じ
た
共
生
型
の
街
づ
く
り
も
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、市
と
市
社
協
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、

フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を

市
民
か
ら
募
集
し
て
、市

内
の
各
サ
ロ
ン
や
市
の
施

設
を
活
用
し
て
、フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
の
参
加
者
は
、楽
し
み

な
が
ら
自
分
の
フ
レ
イ
ル

の
状
態
を
確
認
し
、自
分
が

今
ど
の
状
態
に
あ
る
の
か
、

こ
れ
か
ら
ど
の
部
分
を
強

化
す
れ
ば
健
康
寿
命
を
延
ば
せ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、サ
ポ
ー
タ
ー
に
参
加
し
て
い
る
民
生
委

員
共
ど
も
、楽
し
い
サ
ロ
ン
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

※ 

フ
レ
イ
ル
と
は
、健
常
な
状
態
か
ら
心
身
の
活
力
低
下
に
よ
っ
て
要

介
護
へ
移
行
す
る
中
間
の
状
態
の
こ
と
で
す
。

　

昨
年
度「
地
域
の
課
題
に
取
り
組
も
う
」を
テ
ー
マ
に
清

川
村
を
四
地
区
に
分
け
、
老
人
会
、
婦
人
会
の
代
表
、
各

地
区
民
生
委
員
が
協
力
し
て
地
域
の
課
題
や
解
決
案
を
話

し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
サ
ロ
ン
の
立
ち
上
げ
や
住

民
参
加
の
見
守
り
な
ど
、様
々
な
活
動
に
繫
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、「
仲
間
作
り
や
会
話
を
し
た
い
が
私
達
の

地
区
に
は
集
会
所
が
な
い
」「
軽
い
運
動
が
で
き
た
ら
」

等
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、
散
歩
の
会（
え
が
お
の

会
）を
発
足
し
た
地
区
が
あ
り
ま
す
。
集
会
所
が
な
く
て

も
大
丈
夫
、
鍵
や
場
所
の
管
理
の
必
要
が
な
い
、
健
康

に
い
い
、
ゆ
っ
く
り
歩
け
ば
お
話
も
で
き
る
、
と
い
う
こ

と
で
早
速
準
備
開
始
。
チ
ラ
シ
作
成
や
コ
ー
ス
の
下
見

を
し
、
休
憩
所
を
確
保
し
て
、
昨
年
11
月
に
ス
タ
ー
ト

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
月
２
回
、
現
在
ま
で
に
８
回

実
施
し
ま
し
た
が
、
各
回
20
名
近
く
の
参
加
が
あ
り「
住

み
慣
れ
た
所
だ
が
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
」「
友
達
が
増

え
た
」「
あ
の
人
に
も
声
を
か
け
よ
う
」と
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
で
き
、
ま
た
民
生
委
員
に
は
状
況
の
把
握
や

見
守
り
の
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
休
会
中

で
す
が
、「
新
し
い

コ
ー
ス
を
」「
ほ
か

の
地
区
の
方
も
一
緒

に
」
な
ど
の
声
も
あ

り
、
再
開
で
き
る

日
を
心
待
ち
に
し
て

い
ま
す
。

　

湯
河
原
の
民
児
協
で
は
、毎
年
春
秋
の
２
回
、研
修
と

親
睦
を
兼
ね
た
バ
ス
旅
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
の

春
は
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
危
機
か
ら
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、昨
年
の
秋
、１
泊
２
日
で
福
島
県
白
河・会
津
を

訪
問
し
ま
し
た
。児
童
養
護
施
設
白
河
学
園
、鈴
木
セ
ン

タ
ー
長
の
学
園
経
営
の
講
話
で
、子
ど
も
達
の
指
導
や
職

員
の
指
導
に
信
念
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
に
、

感
銘
し
ま
し
た
。

　

職
員
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
、24
時
間
６
〜
８
人
の
子

ど
も
達
と
学
園
内
だ
け
で

な
く
、近
く
の
民
家
を
借
り

上
げ
て
住
み
、地
域
に
溶
け

込
ん
だ
生
活
体
験
を
す
る

こ
と
や
、高
校
卒
業
後
の
進

路
で
も
安
定
す
る
ま
で
施

設
に
留
め
、自
立
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。園
内
初
の

大
学
生
も
居
て
、今
年
も
大

学
受
験
に
挑
戦
す
る
園
児
が
い
る
と
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。観
光
地
の
見
学
で
も
新
た
な
経
験
や
発
見
が
あ

り
ま
し
た
が
、夕
食
後
に一室
に
集
ま
り
、お
酒
を
飲
み
な

が
ら
楽
し
い
会
話
や
、民
生
委
員
の
仕
事
の
在
り
方
、災

害
時
の
対
応
方
法
の
問
題
点
な
ど
、定
例
会
と
は
異
な

る
有
意
義
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、民
児
協
な
ら
で
は
の
施
設
見
学
や
講
話
に

触
れ
、委
員
相
互
の
交
流
が
深
ま
る
研
修
旅
行
を
継
続

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

通 信 員 だ よ り

担
当
地
区
で

　
　「
未
病
サ
ロ
ン
」を
開
設

お
散
歩
し
ま
し
ょ
う
！

湯
河
原
町
民
生
委
員
児
童
委
員
、

昨
年
秋
の
研
修
に
つ
い
て

通
信
員　

大
森
　
美
城
雄

通
信
員　

橋
爪
　
公
子

通
信
員　

横
井
　
勝
己

三浦市

清川村

湯河原町
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ストレッチ体操から始まります

講話のあと質問にも丁寧に答えてもらいました

パン屋さんには休憩地点をお願いに


